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ASEAN諸国の貿易不均衡問題

中 内 恒 夫*

OntheTradeImbalancesofASEAN Countries

TsuneoNAKAUCHI*

Thispaperiscomprisedofthreesections. The

丘rstcontainsacursoryreview ofthebalanceof
tradeandcurrentaccountsof■ASEANcountriesin

the1970S,made in ordertograsp the salient
featuresoftradeimbalancesorASEAN countries.

Interestingly,ASEAN'soverallbalanceoftrade

viS-a-visJapanhasbeenfavourablesincethelatter
halfofthe'70S,duetotherapidlyincreaslngexport

ofresourcesincluding oilfrom Indonesia and

Malaysla. Countrieswithoutasurplusofresources

forexportJnamelyThailand,thePhilippinesand

Singapore,havesufferedde丘Citsinthebalanceof

tradewithJapan.InasmuchasASEAN'sbalance

oftradewithJapanisonthewholefavourable,

Ⅰ 序

ASEAN 諸国の貿易不均衡 は大別 して 2

種類に分けることができる｡すなわち,資源

輸出国であるインドネシアおよびマレーシア

と,資源輸入国であるタイ,フィリピン,シ

ンガポールであり,70年代を通 じだいたいに

おいて前者が対日出超国であり,後者が対日

入超国である｡

小論においては,まず ASEAN 諸国の対

外収支を瞥見 したのち, 70年代の日本とAS

EAN 諸国との貿易収支が どの よ うに変化

したかをみてみよう｡ この観察 を通 じて,
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Opportunitiesexistforthesecountriestoseeka

triangularsolution through tradeincluding the

region and Japan. Thailand'ssurplusvis-a-vis

lndonesiaisacaseinpoint.

Second,adetailed analysisby commodity of

exportsfromThailandandthePhilippinestoJapan

hasbeentriedwithaviewtodiscoveringpotentials

forimprovement. Themajorhope seemstobe

industrialproducts.

Third,so-ewhatlonger-term relationsbetween

thepatternofASEANtradeandtheASEANand

Japaneseindustrialstructuresareanalysedwith

aview to finding effectivemeansofeconomic

cooperationbyadjustingindustrialstructure.

ASEAN 貿易構造が多角的な貿易構造 と し

てもつ特徴と,対日貿易収支という面におい

てもつ特徴とを比較し,その性質を理解する

とともに,長期的観点から ASEAN の貿易

構造がどのようにあるのが望ましい かという

問題を考察 しよう｡ そのために可能な政策的

インプリケーションも念頭に置くことにしよ

う ｡

一方,ASEAN 諸国 は国際開発戦略の文

脈の中で,農村や地域開発に刺激を与え,礼

会的正義を実現 しつつ同時に成長率も高めよ

うとしているが,徐々に工業部門が増大 しつ

つあることは顕著な傾向である｡このことと

貿易構造との間にある関係をみてみるのが次

の概観の課題である｡

これらの概観ののち,第Ⅲ節において,メ
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表 1 ASEANの貿易収支 (百万米ドル)

1973年 1974年 1975年 1976年 1977年 1978年

シンガポール

フ ィ リ ピ ン

タ イ

マ レ ー シ ア

イン ドネシア

△1,480 △2,570

210 △760
△490 △700

540 100

480 3,590

△2,750 △2,480 △2,330 △2,920

△1,480 △1,430 △1.180 △1,810
△1,070 △590 △1,130 △1,260

280 1,470 1,260 1,490

2,330 2,880 4,620 4,950

資料 :IMF,InternationalFinancialStatistics

イ国とフィリピンをとりあげ,対日貿易イン

バランスのケース ･スタディーの結果をまと

めてみよう｡ ここでは,商品別にほぼ90%以

上のカバ リジをもつ商品群をそれぞれタイと

フィリピンについてとりあげ,対日貿易イン

バランスが個々の商品レベルではいかような

状況を呈 しているかを描写するとともに,あ

えて,将来動向の予想をこころみてみよう｡

国際開発戦略において,70年代の開発が分

配面の不平等化を惹起 したことが指摘され,

それに対応して開発途上諸国が,総合的農村

開発や BHN に注目しているのは事実だが,

それはそれとして,工業化の進展も,統計的

にみる限り顕著なものがある｡

第Ⅳ節においては,この工業化と貿易不均

衡との関連を考察 し,工業化によって,第Ⅲ

節にみた ASEAN 諸国のうち,主として農

産品の輸出に依存するタイ,フィリピンが陥

った対日貿易インバランスを緩和する可能性

があるかという点を考察する｡ そして結語的

なⅣ節(ii)で,長期的な産業構造変化と貿易収

支動向について触れ,現今の対日貿易インバ

シンガポール

フ ィ リ ピ ン

タ イ

マ レ ー シ ア

イン ドネシア

ランスがそもそも, 特殊的 ･個別的 な問題

か,それともいわば長期的発展過程の必然的

局面であるかを考察することにする｡

ⅠI ASEAN地域の対外貿易収支構造

(i) 多角的貿易均衡か2国間均衡か

まず ASEAN 5カ国の貿易収支の状態を

みてみると,表 1のどとく,資源輸出国はプ

ラス,その他はマイナスという形を示 してい

る｡特にインドネシアは大部分が石油の輸出

に依存 しているために,1974年に石油価格が

高騰するや,貿易収支の出超幅は前年の 4億

8,000万 ドル か ら36億 ドルに急増をみせてい

る｡ 黒字幅 は75年 に一時減少をみせるが,

1978年には50億 ドル近傍に達 し,日本の石油

支払い代金の急増と歩調を合わせているのが

注目される｡資源国の貿易収支が価格条件の

改善とともに黒字の増大傾向をみせるのは,

マレーシアについても顕著であるが,石油の

プロポーションが少なく,インドネシアほど

急激な増大を示 してはいない｡

表2 ASEANの経常勘定 (百万米ドル)

1973年 1974年 1975年 1976年

△570 △1,110 △610 △700

480 △210 △920 △1,100

△50 △90 △610 △440

110 △490 △310 730

△480 600 △1,110 △910

SW :IMF,InternationalFinancialStatistics

1977年 1978年

△470 △750

△830 △1,220

△1,100 △1,200

550 △20

△50 △1,220
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表3 ASEAN の資本勘定 (百万米ドル)

1973年 1974年 1975年 1976年

シンガポール

フ ィ リ ピ ン

タ イ

マ レ ー シ ア

イ ン ドネシア

0

0

0

0

0

2

1

2

4

4

7

2

3

3

7

500 580 850

870 1,110 1,200

530 470 540

700 680 470

410 360 2,000

資料 :IMF,InternationalFinancialStatistics

一方, これ ら2国のような資源輸出の利点

をもたぬシンガポール,フィリピン,タイの

3国は貿易収支の赤字幅が増大傾向を示 して

いて, ASEAN 5カ国が 明暗二様に敢然と

分けられているのが分かる｡日本その他の地

域的構成の問題は後述することにしてひとま

ず,経常収支勘定をみてみると,表 2のどと

くになる｡

ここで目につ く事実は,表示の5カ年間を

通 じ,ほとんどすべての国々が赤字を示 して

いることである｡ これは,資源輸出国が貿易

収支における出超を上まわる,主としてロイ

ヤ リティーか らなる用役支出を余儀な くされ

るためで ある｡ これに比 して, シンガポー

ル,フィリピン,および当該期間の前半のタイ

は,用役収入がプラスであるために貿易収支

よりも小さな経常収支赤字を示 している｡こ

のことか ら分かるように,膨大な資源輸出を

268

1977年 1978年

620 610

1,010 1,760

1,060 1,420

200 700

1,100 1,410

もつインドネシア,マレーシアは,一面では

ASEAN の中で外貨取得上 の強力な武器 を

有すると同時に,他面では,用役支出が大 き

く経常収支を圧迫するという構造をもってい

る｡ASEAN地域の貿易均衡化を考えるばあ

い,この構造的特徴を念頭に置 く必要がある｡

これ らの経常収支の赤字を補填するために必

要な純資本移動は表 3のどとくであった｡

以上は ASEAN 諸国の対世界収支を示す

ものであったが, 日本と ASEAN に注目し

て貿易収支を求めてみると表 4のどとくにな

る｡ ASEAN に対する日本 の輸出は年を追

って増大 しているが(年増加率は当該期間2.2

%か ら49.4%の間), 輸入 も年率 11.6%から

79.8%の間で年によってはかなり大幅な増大

をみせて,傾向的な入超を示 していることが

分かる｡ ASEAN に対する日本 の貿易収支

がマイナスであることは一応定着 した構造と

表4 日本一ASEAN貿易収支 (百万米 ドル)

日本 の 輸 出

5,408 +49.4%

5,925 +9.6

6,058 +2.2

6,839 +12.9

8,751 +26.5

2,080 (8.9)

日本の 輸入
7,961 +79.8%

6,365 -20.0

7,741 +21.6

8,869 +14.8

9,917 +ll.6

3,087 (12.5)

収支
-2,553

-440

-1,683

-2,030

-1,166

-1,007

資料 :大蔵省通関統計

輸出:FOB,輸入 :CIF

%･--対前年増加率
()･-対世界貿易シェア
*1-3月
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表 5 日本一ASEAN 貿易収支 (百万米 ドル)

日 本 の 輸 出

1,450 +60.8%

1,850 +27.6

1,639 -ll.4

1,797 +9.6

2,095 +16.6

411 (2.2)

シンガポ ール 1974 1

19751

1977 5

二

タ イ 1974

1975

1976

1977

1978

-:-:A

資料 :表4と 同じ
* 1-3月

708 +58.0

566 -20.1

704 +24.4

863 +22.6

1,.157 +34.1

284 (1.2)

911 +46.9

1..026 +12.6

1.,114 +8.6

1.,100 -1.3

1.,546 +40.6

394 (1.6)

1.,388 +49.3

1,524 +9.8

1,531 +0.5

1,719 +12.3

2,325 +35.3

555 (2.4)

951 +32.1

959 +0.8

1,070 +ll.6

1,360 +27.1

1,628 +12.4

436 (2.6)

考えることができるようであるが, これにつ

いては,より以前の時期との比較において,

後述することにしよう｡

さて, ASEAN 5カ国 のそれぞれと 日本

の貿易収支を示 した ものが表 5であり,前に

述べたように,資源輸出国であるインドネシ

ア,マレーシアが対 日出超を,そしてフイリ

日 本 の 輸 入

4,572 +106.5%

3,430 -25.0

4,091 +19.3

4,977 +22.2

5,247 +5.0

1,631 (6.6)

979 +26.2

691 -29.4

1,362 +97.1

1,560 +14.5

1,900 +21.8

597 (2.4)

1,105 +34.8

1,121 +1.5

793 -29.3

897 +13.1

1,058 +18.0

365 (1.3)

619 +177.6

399 -35.5

647 +62.2

687 +6.2

869 +26.5

230 (1.1)

686 +74.1

724 +5.5

848 +17.1

748 -ll.8

843 +12.7

264 (1.1)

収 支

-3,122

-1,580

-2,452

-3,180

-3,152

-1,220

-271

-125

-658

-697

-743

-313

-194

-95

321

203

1 488

t 29

【 769

1,0321

. 1,456

5

5

2

2

5

2

6

3

2

1

8

7

2

2

2

6

7

1

ピン, シンガポール,タイが対日入超を示 し

ている｡1)

1)表の下部に示してある通り.表4,5は日本の通
関統計であるから,表1-3および表7-10と
直接に比較するには適当でない｡周知の通り輸
入はCIFであるから,IMFのものより日本の
入超額が若干大きくなる点を考慮する必要があ
るが,大まかな動向を概観するためには支障な
いであろう｡
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表6 日本の対世界貿易収支 (百万米 ドル)

日本 の 輸 出

55,536 +50.4%

55,753 十0.4

67,225 +20.6

80,495 +17.7

97,543 +21.2

23,320

資料 :表4と同じ

*1-3月

同 じ資源輸入でも,インドネシアのように

石油の割合が大きい国 と, マレーシアの よ

うにその割合が比較的小さい国とを比較する

と, 日本の輸入額の割に,マレーシアに対す

る入超額が小さい｡石油輸入と日本の入超と

の問にある密接な関係がここにも反映 してい

るといえるだろう｡

フィリピンについては1974,75年の貿易収

支は日本の入超になっているが,76年以降は

日本の出超に転ずる｡ 輸出ははば趨勢的に伸

びているから, この転換をもたらしたものは

輸入の減少であることが分かるが,事実,表

5にもある通 り,1976年の輸入の落込みがい

ちじるしい｡この内容については次節のケー

ス ･スタディーでみることにしよう｡

表7 ASEAN貿易マトリックス

インドネシア

マ レー シア

フィ リピン

シンガポール

タ イ
ASEAN

米 国

日 本

そ の 他

日 本 の 輸 入

62,110 +62.1%
57,863 -6.8

64,799 +12.0

70,809 +9.3

79,343 +12.1

23,427

収 支

-6,574

-2,110

+2,426

+9,686

+18,200

-107

シンガポールおよびタイの貿易収支におけ

るわが国の出超 も総 じてほぼ同 じ速度で増大

しつつあるが, これは日本か らのこれ らの国

国に対する輸出がほぼ同 じ率で伸びているの

に,日本の輸入が停滞傾向にあるためである｡

再び表 4-返ってみると,上述の各国の対

日貿易収支を総合 した結果は日本側の入超で

ある｡ しか し, ここで日本の対世界の貿易収

支に目を転 じてみると,表 6のどとくである｡

すなわち,1974年には第 1次石油ショックを

反映 して66億 ドルの赤字を示 しているが,こ

れが翌1975年には21億 ドルに減少 し,さらに

76年には24億 ドルの出超に転 じ,その後引き

続き出超幅を拡大 して, 78年には182億 ドル

の黒字幅を示すことになる｡これは輸入をは

1972年 (FOB百万米ドル)

:! 2…

453 14

54 28

524; 72

1

264 458

･ol 計 十 ･407ll･553j 1,3251
資料 :IMF,InternationalFinancialStatistics
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蓑 8 A SEAN貿易マ トリックス 1977年 (FOB百万米 ドル)
＼ 緬天国丁~-f-~~~
輸出品､-､｣i享ドネ

2 【3
マレーシとフイリ
ア lン

--tT~_- ∴

テ∴ ∴:

垂⊂ニ亘 二 二工
資料 :表 7と同じ

9
2
3
9
3
3
2
8

1
2

00
3
6
1
5

2
3
7

8

9

1

2

66(XU
5

-9
182
1

87
4
19
5-1
870
讐

20

1

1

1
I
W
4
'

I.I.

1

二

∴

1I
.:

,.Ji

86と 1,151･ 1,105! 1,245
ll;≡;;j 言38;
10

計

10,852
6,088
3,094

4,64118,241

9,803岳4,345128,23恒 47,554167,1671434,1441677･104

るかに上まわ って輸出が急速に増大 したため

である｡ 強力な輸出競争力に支え られ て,

日本のグローバルな貿易収支は,第 1次石油

ショックのあと堅実な推移をみせ るが,その

結果, 日本経済は ASEAN と世界の他の地

域 との問にあって三角貿易的均衡の役割を果

た して いる ことが分かる｡ すなわち, 日本

経済は対世界貿易によって得た出超の一部を

ASEAN諸国に トランスファーしているとい

う全体的構造が浮かんで くるのである｡

それでは, ASEAN 諸国の各地域に対す

る貿易構造はどうなってい るで あ ろ うかo

IMF のデータに従 って ASEAN の貿 易 マ

トリックスを作 ってみると,表 7 (1972年),

表 8(1977年)のようになる｡ この時期は,輿

型的に日本の対 ASEAN 貿易収支の比較を

行 うために選んだものである｡ 表 7によれば

ASEAN域内貿易は全体のほぼ20%を占めて

いるが,1977年になるとこれがほぼ15%とな

り,ASEAN は他地域に対する依存度を高め

ている｡米国のシェアは1972年の18%か ら77

年には22%に増大 しているが,日本のそれは

23%か ら25%に増大 していることが分かる｡

その他の地域は一定であるか ら,ASEAN は

地域内貿易のシェアを米国および日本,なか

んず く日本にシフ トさせたことが分かる｡

蓑9 ASEAN 貿易収支マ トリックス 1972年 (百万米 ドル)

ii声 1言え シ♭ 3T,ピLy,yv4htl

シンガポール
タ イ
ASEAN

78t雷 雲

;:[･-･;:I:::..:i一l一
76!

-i;051 一265338680831941TL1

資料 :表 7および表 8より計算

チ
_
LI
∴二-二

_

こ

62657680031m
一11 84871164625.4

-:
表甘

｡
,

I

.

:

l

喜

_

:…三上:

3

…仁…芸

二 ≡器と :;……
- 8051 -3,152

-1,100
-358

-3,939

~4'0竺上 嵩 ~…;08冒喜
一1,0581 -12,155
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表10 ASEAN貿易収支マトリックス 1977年 (百万米ドル)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

インドネシア

マレーシア

フィ リピン
シンガポール

タ イ
ASEAN
米 国

日 本

そ の 他

!"JPネI7- V2- シ♭ 3･,ピLy,./:A.tポ

二三表 卜 lI-三

タ5ィZASE6ANi米 7国

4

1

4

2

8

〇

一
1

2

1
一

一

資料 :表7および表8より計算

さて,表 7と表 8から輸出マイナス輸入を

求めれば貿易収支が得られるので,それをま

とめたものが表 9(1972年)と表10(1977年)

である｡ 8欄を横にみていくと,表 9では,

日本は1972年に ASEAN全体に対し8億 ド
ル強の出超をもっていたのが,表10の1977年

になると, 9億 4,100万 ドルの入超を示して

いることが分かる｡ つまり,1972年において

は,インドネシア,マレーシア2国に対する

入超額をフィリピン,シンガポール,タイ3

国に対する出超額が補 って余りあったのが,

1977年になると,日本の石油輸入,天然資源

輸入の増大のため, 3国-の輸出額をもって

しては補填 できぬほどであった ことが分か

る｡ これには, 中東石油依存の危険を分散

させる政策をとったことが大きく影響 してい

る｡ この5年間に実に差引き17億4,600万 ド

ルの対ASEAN貿易収支悪化を生 じた こと
になるのである｡

このように出超の大きい資源輸出国である

が,これらの国も入超をもつ相手国が存在す

るところが興味深い｡ 1欄, 2欄を縦にみて

みると,負符号のついていない国がそれであ

る｡ いま,表10の1977年についてみると, 1

欄 の インドネシアについては, タイの 2億

8,400万 ドルが, また, 2欄のマレーシアに
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ついては,インドネシアの 200万 ドルは不思

議はないとしても,シンガポールの2億1,200

万 ドルとタイの 1億 100万 ドルが対マレー貿

易収支の黒字を示 していることが分かる｡ 結

局マレーシアは対 ASEAN地域全体では2
億 6,800万 ドルの収支赤字を計上 している｡

だが,さすがにインドネシアの石油輸出額は

多額であって, 対 ASEANでも8億 2,300
万 ドルの黒字を計上 している｡ この関係の含

意は,インドネシアとマレーシアは,主とし

て日本と米国に対する巨額の貿易収支のプラ

スを利用して,ASEAN内の入超国からの輸
入を増やす可能性があるということである｡

この三角貿易の方向に出超を定着させ, 増大

させていくことができれば,ASEAN の貿
易はグローバルには均衡に近づ くことができ

るのであって,本来貿易収支のインバランス

という問題はグローバルな形で均衡化できれ

ばよいはずである｡ 個々の国のそれぞれにつ

いて貿易収支均衡を図ることは,政治的意義

は別として,経済的観点からは,動態的な可能

性を縮少 してしまう結果を生ずるであろう｡

もっともこの考察は,貿易収支にもとづいた

結果であって,初めにも述べたように,経常

収支でみると,用役支出が多いために,イン

ドネシア,マレーシアとも,巨額な黒字が消
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滅 して しまう｡ だが,ここに将来

の可能性との関連で何がしかの示

唆を読みとることができるであろ

う｡ すなわち,資源国の黒字を相

殺する要因たる用役支払いを減少

する工夫をすること,そして生 じ

た購買力にむけて,入超国の輸出

を伸ばす可能性を考えることであ

る｡従来これ ら輸出の多 くは農業

産品であったが,将来は一層多様

化 した形で, 工業製品をも含む

域内貿易の流れが増大することが

望ま しい｡ この5年間に生 じた

ASEAN域内貿易のシェアの低下

を逆転せ しめる方向に政策論的考

察をすすめる必要がある｡

(ii)地域貿易依存度の上昇と工業

化

ASEAN域内貿易を一層盛んに

するためには,農産物に加えて,

製造業品の貿易が城内で活発に行

われる必要がある｡ 特に,上に述

表H ASEAN の輸入比率 (単位%)

消費財 i資本財資本和 合 計
I

インド 19601 23
ネシア

0
5
7
7

9

9

11

マレー 1960

シア …9:…≡甘 il≡

フィリ 1960
ピン

シンガー 1960

862 1

12L19

23

E2

1013
9

7

1

401100
1日…tilio:≡

5

1

9･10
1三; ';I.1'.. ニ 冒 …_;:≡.::::..
"
3

2

1

1

1
2

00

3 十 三 甘.…oz§
資料 :UN,ESCAP,YearbookofEconomicStatistics

べたコンテクス トからいえば,域外に対 して

貿易収支が逆調である国か ら順調の国-輸出

が盛んに行われることが望ましい｡軽工業が

盛んになっていく上で価格の上からも品質の

上からも,僅かではあっても,交換 ･貿易を

生ずるには十分なだけの技術の差が生 じて分

業が行われ,規模の経済が生ずることが望ま

しいわけである｡

だが,工業化は段階的に一時的には輸入依

存度を高め,貿易収支に対する圧迫要因をな

すばあいが多い｡貿易のパターンは必然的に

産業構造と密接な関係を有するのである｡ 消

費財の輸入代替がすすんでいる国では,中間

財の輸入が増大 し,これが貿易収支を圧迫す

る｡表11は,フィリピンとタイとで,消費財

原料の輸入構成比が1960年からの15年間にい

ちじるしく高まったことを示 している｡ 資本

財の輸入構成比は,フィリピンを除いて顕著

な増加を示 しているが,特にシンガポールに

おいてこの増加が大きく,1960年の10%から

1975年には36%に高まっている｡この増加率

はインドネシアやマレーシアにおいても大き

く,それぞれ24パーセンテージ ･ポイントと

21ポイントであった｡ タイも緩やかに資本財

輸入比率の高まりをみせているが,む しろこ

の国では,なるべ く自国財を使用 しながら消

費財の生産に努めた結果,完全消費財の輸入

比率が 3分の 1近 くに減少 した反面,荊述の

ごとく,消費財原料の輸入比率が増大 したの

であった｡
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ところが,インドネシアでは,同じように

消費財の比率が減り,資本財の比率が増えて

いるが,タイと違って消費財原料の比率はや

や減少気味に推移 している｡このタイとイン

ドネシアの輸入パターンの相違は興味深い｡

タイは資本財の輸入を なるべ く節約 し, イ

ンドネシアは消費財原料の輸入を節約 してい

る｡ これは両国の産業発展のパターンが異な

るからであって,タイは製造業の消費財,た

とえば繊維 ･雑貨などの輸入代替に努めた結

果,消費財原料の輸入需要が増大 したが,イ

ンドネシアでは,タイに比較 して一層集約的

な方法により,天然資源を利用する加工業に

力点を置いたのである｡ この相違には両国の

天然資源の賦存率の差と製造業の発達程度の

差が反映 していると考えることができる｡

マレーシアも,インドネシアと多少とも同

様のパターンの輸入構造をもっていて,資本

財の輸入比率が増大 している｡これは天然資

源の輸出によって,インドネシアと同様に潤

沢な外貨収入を資本財輸入にむけているので

ある｡

インドネシアにせよマレーシアにせよ,い

ずれも工業化の過程において先進国からの輸

入が急速に増大するのは,工業品に対する所

得弾力性が高いためであるが,その結果とし

て,成長が加速されると貿易収支が圧迫され

る｡ 輸出すべき天然資源を十分 もたぬ ASE

AN の他の3国においてもこの点は同様であ

るから, これ らの国の貿易収支は赤字幅が増

大傾向を示すのである｡

そこで,ASEAN 地 域 として この貿易収

支赤字を軽減するためには,食料,消費財,

消費財原料のできるだけ多 くを域内貿易によ

って調達 しうるようにし,タイ,フィリピン,

シンガポールからインドネシア,マレーシア

に輸出しうるように ASEAN 貿易の方向性

を与えていくことが望ましい｡東南アジアの

国々は,タイを除き,長年の植民地支配を経

274

験 したため,地域の水平的な交流の歴史的経

験にとぼしく,宗主国との関連を中心にして

きた過去の経緯がマイナスになっているが,

まず域内貿易からこうした傾向を是正 し,近

年国連で主張されている TCDC(Technical

CooperationamongDevelopingCountries)

に多様な機会を創出し,将来は資本の移動も

盛んにして,一層緊密な経済的相互依存関係

が発展 していくことが望まれるのである｡

ⅠⅠⅠ 商品別対日輸出貿易の

ケース ･スタディー

- タイおよびフィリピン-

冒)貿易不均衡発生の理由

本節ではタイとフィリピンを例にとって,

貿易収支不均衡の現状を商品別に検討 し,将

来の動向を考えてみたいのであるが, この 2

国についてまず,なぜ貿易不均衡が生 じたか

を略説することにしよう｡

大きく分けて不均衡の発生 した理由は二つ

ある｡ 第 1は天然資源にみるべき ものが な

い,ということで,特に石油の大部分を輸入に

たよらなくてはならぬ構造をもっている点｡

第 2は,かなり積極的な経済成長策をとって

いることで,1970年代最初の7年間の成長率

はフィリピンが6.4%,タイが7.1%を示して

いる｡ 輸入代替的工業化政策が推進された結

果,中間財輸入がいちじるしく増加 した｡

これ ら2国の貿易インバランスの形態をみ

ると,経済発展の程度に応 じて産業構造が異

なり,それにつれて輸出入の構造が変化 して

いる過程が反映されていることが分かる｡フ

ィリピンは第 1次石油ショック後,急激な貿

易収支不均衡に陥ったが比較的高い成長率を

示すことができた｡だが,高成長と貿易不均

衡は トレー ド･オフの関係をもつことになり

がちである｡ しか し多 くの開発途上国と同

様,成長のはずみのついたフィリピンやタイ
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が,貿易不均衡を回避するために成長率を下

げることには政治 ･経済的な抵抗が大きい｡

では,いかにしてこの二つの相反する要因

を調和させることができるのであろうか｡貿

易収支の均衡と好ましい成長率の維持とを両

立させるためには, 当該国に利用可能な硬

軟両義の資源の効率的利用が必要となってく

る｡ 第一次産業であろうと第二次産業であろ

うと,比較優位産業を伸張する必要がある｡

そして国内市場を満たした余剰が輸出にまわ

るというのが正常な貿易の型である｡ フィリ

ピンは比較的正常な貿易関係の中で,第一次

産品の輸出を中心にし,さして大きな不均衡

を もたなかったにもかかわらず, 1974年以

降,石油輸入が激増するにおよんで,経常収

支においても70年代末には10億 ドルを上まわ

る赤字を示している｡そして,伝統的 ･非伝

統的輸出品のみで収支均衡を図ることはでき

なくなってきた｡

だが,こうした基本構造をみるとき, 収支

悪化要因として代表的な石油輸入による圧力

が,近年発見された池田,天然ガス田によっ

て大いに軽減される可能性をもち始めたこと

は,将来に明るい見通 しをもたらしている｡

フィリピンではパラワン島沖に豊富な池田が

発見され,楽観的見方によれば1980年代の中

ごろまでに同国エネルギー需要の50%,やや

厳しい見通しに立っても25%を供給 しうる可

能性が開けた｡タイでも,シャム湾のサタヒ

ップ南方 400km の天然ガス田が1981年内に

供給可能で あ り, 1985年には同国総エネル

ギー需要の20%を供給しうる見込みがでてき

た｡これらのことは,対日貿易不均衡それ自

体を改善する ものではないに しても, もと

もと対日貿易不均衡という問題それ自体が全

体の貿易収支マイナスから派生した問題であ

り,その中で最大の輸入超過相手国という意

味で問題とされている点を考 え るな ら, そ

の問題解決につながる鍵と考えられなくもな

い｡

だが前にも述べた通り,これらの国は資本

財や工業原料などで大きな対日貿易収支マイ

ナスをもっている｡ これら製造品の輸入の所

得弾力性は,おおむね一次産品に対するそれ

に対して高いので,そうなるのである｡

表11でフィリピンの輸入構成をみると,そ

の資本財輸入が ASEAN の他の国と違って

減少 しているのは,単に天然資源の欠如によ

る燃料輸入の必要に外貨を食われるためばか

りでなく,相対的にまだ産業構造が一次産業

中心型で資本財の必要度が低いためともいえ

る｡ この点はタイと比較すると,その発展段

階による構造の違いが一層明らかとなる｡ つ

まりタイのばあいは, フィリピンと同じよ

うに鉱物性燃料の需要が大きいにもかかわら

ず,資本財-の輸入需要も不可欠であったた

めに,資本財の割合を減少させることは不可

能であったとみられるのである｡

フィリピンとタイを比べてみるとタイの方

が一層急速な消費財の輸入代替を行なったこ

とが分かり,この15年間に全輸入に占める消

費財輸入の割合が31%から11%に減少してい

るのに対し,フィリピンは12%から10%とあ

まり減少 していない｡もっともフィリピンに

おいては初めから消費財輸入の全輸入中の比

率は低かったのであるが,タイは消費財原料

と資本財の輸入をフィリピンと比べると一層

急速に伸ばして輸入代替を促進せしめた結

果,1975年にはフィリピンとほぼ似た消費財

輸入割合を示すに至ったのである｡

このように,一方で輸入需要が全体として

急速に増大した反面,資源輸出にみるべきも

のをもたない点が,タイおよびフィリピンの

貿易収支を困難にする原因であるが,一体こ

の2国の商品輸出はどのような構造と可能性

をもつのであろうか｡それを本節の以下でタ

イおよびフィリピンのケース ･スタディーと

してとりあげることにしよう｡
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日本通関統計は円建てのため,次の為替レートでドルに換算した｡ 1974年1S=219.39円,1975年1S-296.69円,1976年1S-297.00円,
1977年1‡-270.53円,1978年1令-212.17円,1979年1‡-219.17円

出所 :①,⑧,④ 大蔵省,日本貿易月報 (通関統計) ② ForeignTradeStatisticsofThailand

表13本論の検討品目合計の対日輸出に対する割合,対前年比

本論での検討品目合計輸出額
(1)

対日背 出額 ! (1)/(2) i(1)の対前年比 (2)の対前年比
タイの全世界
輸出額の対前
年比

% 1 %

105.5 】 90.4

1.今回検討した品目で80-90%をカバーしている｡
2.しかし,その比率はここ2年で10%低下している｡
3.タイの日本への輸出は1977年に落ち込み,1978年に多少回復しているが,本論で検討した品目は
1978年になっても,はば横ばいである｡

4.タイの全世界向け輸出は,安定した伸びを示している｡
5.タイからの輸出(日本向け)は,検討品目については5年間で11.2%,年率2.7%,全輸出では5
年間で22.9%,年率5.3%しか伸びていない｡
同じ期間にタイからの全世界輸出額は66.8% (年率13.6%)の伸びを示している｡
また,日本からのタイ輸入量は5年間で,60.6% (年率12.6%)伸びている｡
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中内:ASEAN諸国の貿易不均衡問題

(ii) タイの商品別対日輸出2)

年次によって異なるが,タイ全輸出総額の

8- 9割になる個別商品40について,1974年

から79年までの日本向け輸出をまとめたもの

が,表12である｡商品名のす ぐ右欄の数字は

表題下に明示されているように,輸出額,タイ

輸出および日本の輸入に占める比率,単価を

示 している｡ 表13で明らかなよう1iこ,これら

輸出額の対日輸出総額に対する比率が,最 も

多い1975年で93.5%,最も少ない1978年でも

82.8%を占めているから, これらの動向をみ

ることにより,タイの日本向け輸出の動向の

基本部分を説明しうるとみなせるであろう｡

さて, この個々の商品輸出の動向をまとめ

てみると次のようになる｡ まず,これらを⑦

増加見込みのもの,㊥現状維持のもの,⑮減

少見込みのものの 3グループ に総括 して み

る｡

在) 増加見込みのもの

冷凍チキン,冷凍果実 (パイナップル),

パイナップルかん詰,ヤングコ一一ンかん詰,

薬品,タピオカフラワー, もやし豆,天然

ゴム,エビ,エタノー ル,砂糖.,綿実,描

物,ガ-メント,ジュー ト製品

㊥ 現状維持のもの

雑豆,鏡,ラック,イカ,タコ.,負,糖蜜,

カポック ･ファイバー⑮減少見込みのもの
メイズ,ソルガム,タピオカ ･ペレット,

原皮,木材,蛍石,ひまの種,ごま,カポ

ックの種,ケナフ

在)のうち,特に大きな伸長が見込まれるも

のには,品質が良好とされる冷凍チキン,袷

凍パイナップル (これは国内需要が大きい),

天然ゴム (建築需要増大の可能性が大きく,

2)本節のデータは1979年9月から1980年3月ま
で,隔週に1度ずつ5大商社のタイ駐在員経験
者と研究会を開き,そこで提出された商社側の
情報を念頭に置きつつ,公表統計と合わせて筆
者の責任でまとめたものである｡

価格上昇中), ガ-メント (ワコール の製品

が増大)などがあげられる｡

また⑮の中で,全 く期待できぬものとして

は,ソルガム (品質および価格),タピオカ･

ペレット (品質および価格),木材(現地生産

不足)があげられる｡

これらの商品動向から今後のタイの輸出見

通 しを予測すると,量的予測は困難であるが,

下の理由により,増加期待はもてると考えら

れる｡

(力対日輸出の主要 5品目のうち, ゴム,砂

糖,エビの伸長が期待され,錫は安定的であ

る｡メイズの減少があっても大幅な減少は考

えられない｡主要商品による増大期待が大き

い ｡

⑧非伝統的な冷凍チキン,冷凍パイナップ

ルの順調な伸びが見込まれ,これに加えて,

新規商品である薬品,ガ-メントなどの工業

製品の着実な伸びが予想される｡

③以上,(丑,(彰によって,減少品目は十分

カバーして余 りがある｡

しかし,貿易収支不均衡の行方については,

日本からの輸入の90%は重化学工業品で, こ

れらの輸入代替産業の育成は当面不可能であ

るから,輸入資材の価格上昇による輸入増加

は避けられないと考えられる｡ 前節でも一般

論として考察 したように,タイの対日貿易収

支不均衡を急速に改善せ しめる方法はないと

思われる｡ だが従来存在 しなかった新規品目

が仲良 しつつあるところからみても,今後,

長期的観点から,タイの輸出競争力を増大さ

せるような産業政策を日 ･タイ相互協力の上

で選択 していくことが必要である｡

(iii)フィリピンの商品別対日輸出3)

続いてフィリピンの商品別対日輸出をタイ

3)タイの研究会の行われない過に隔週に開いた同
期間のフィリピンの駐在員経験者との研究会を
通じて,注2のばあいと同一の方法によって収
集されたデータにもとづく｡
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蓑15 本論の検討品目合計の対日輸出に対する割合,対前年比

1974年

1975年

1976年

1977年

1978年

本論での検討品
目合計輸出額
_. (1) _____

千 ドル

1,022,226

1,044,572

720,423

788,478

915,045

対日本輸出額(2)
千ドル

1,104,819

1,121,029

793,099

897,376

1,057,770

%

102.2

67.6

101.7

(2)の対 前 年 比

%
134.7

フ ィ リ ピ ン の

全 世 界 輸 出 額

旦 旦 車 重 _壁
%

101.5 】 85.0

70.0

113.1

109.2 2 117.9

113.2

123.1

107.9

した品目で85-95%をカバーしている
2･ しかし,その比率は多少低下気味である｡
3.フィリピンの日本-の輸出は1976年に落ち込み,その後回復しているが,まだ,74年の水準にも戻っ
ていない｡
4･5年間で,日本向け輸出は4.3% (検討品目では10.5%)のマイナス成長となっている｡
5･同時期で,全世界向け輸出は15.7%の伸びを示している｡

6･同時期で,日本からのフィリピンの輸入額は,69.7%と大幅の伸びを示している｡
特に,77年から78年にかけて,1年で40.5%と大幅増である｡

のばあいと同様にまとめてみると,表14のよ

うになる｡ 表15で示されるように, これらの

商品輸出の合計は対日輸出総額の約90%を占

める｡ まずタイのばあいと同様に, これを¢)

増加見込みのもの,㊥現状維持のもの,㊦減

少見込みのものに分けてみると次のようにな

る｡

荏) 増加見込みのもの

(彰砂糖 これは数量的よりもむ しろ価格

の上昇により,不均衡改善に貢献する要因で

ある｡②糖蜜 砂糖価格の上昇につれて糖

蜜の価格は上昇するので輸出は増加傾向｡③

農水産および加工品 この中で可能性のあ

るものはパパイヤである｡ 解禁が行われれば

毎年 3,000トンくらいは日本向けに輸出が見

込まれ る｡ (杏葉タバコ フィリピンの乾

燥設備の拡充につれて今後の伸びが期待され

る｡1980年に日本の総輸入78,000トンのうち

フィリピンは2,000トン(3%)であったが,

1984年には90,000トンの6%の5,000トン,

金額では20万 ドル くらいになる予定｡⑤パイ

ンかん詰 日本の輸入割当てが廃止される

可能性あり｡そうすれば増加期待｡⑥調整済

み熱帯果実 品質問題を解決できれば拡大
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の余地がある｡(う冷凍エビ この日本輸入

量は増加傾向にあり,制約要因はむ しろフィ

リピン側にあるので,品質と価格が改善され

れば伸びる｡ 養殖エビの可能性は,フィリピ

ン漁業が漁場の分散のため,大量の漁獲量を

確保 しにくい状況にあるので,これを伸ばす

ことは望ましい｡(釘冷凍マグロ ･カツオ

拡大は可能だが,価格の推移とフィリピン側

の漁獲量に限界がある｡⑨そば 栽培が本

格化すれば,ブラジル,南アフリカのシェアに

食い込める分だけ日本向けの輸出増大が可能

と考えられる｡ ⑲労働力の輸出 1978年は

ヤシ油に次 ぐ外貨獲得源になっており,1979

年には10億 ドルの水準に達する｡英語を話す

利点があり,中近東の工場で船員,看護婦が

主｡⑪ コプラ ･ココナッツ池 コプラでの

輸入は減少 しているが,ココナッツ池は石油

価格が上昇する限り工業需要は増大するとみ

られる｡ さらに花王石鹸が高級アルコールま

で製品化 して輸入する計画をすすめている点

など,付加価値をより多 くする形でインバラ

ンス改善効果が期待されている｡⑳鉱産物

伸びる可能性の大きいものは銅精鉱であり,

過去 も漸増傾向を示 している｡1983年にフイ
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リピンで銅製錬所が動き始めるため,ブリス

ターや地金での輸入に代替される可能性があ

る｡ ⑱ 繊維製品 日本 の繊維輸入金額 は

1978年から79年にかけて倍増 しているが,フ

ィリピンはその10%にしかすぎない｡ ガ-メ

ントはフィリピンの品質が低いため見込みが

薄いが,労働集約的な品目については若干の

増加が期待できる｡ ラミ- ･アバカはむしろ

フィリピン側の作付面積の減少 に問題が あ

る｡日本の需要は増加 しているので,アバカ･

ノヾルプの可能性がある｡ ⑭IC 将来有望｡

ただし需要の変動が大きい点に問題がある｡

⑮木材 1975,76年に一時的減少をみたが,

今後の対口輸出は増大傾向を辿る予想｡

@ 現状維持のもの

イカ,貝柱,生鮮バナナ,生鮮パイナップ

ル,生鮮熱帯果実,玉ねぎ,コ一･ヒ-豆,チ

ューインガム,ビール,パインジュース,フ

ルーツピューレおよびペ-ス ト,冷凍パイナ

ップル, カツオ節 ･その他 の魚節, しょう

が,鉱産物 (ニッケル鉱,亜鉛精鉱,クロム

紘)⑮減少見込みのもの
もしフィリピン側で生産増大努力が行われ

ないとすると,次の品目がこれに該当する｡

生鮮バナナ,コプラ, ガ-メント｡

以上のカテゴリーを総括すると,フィリピ

ンの対日輸出は20%弱の年間増大率を示すが

(表15),タイのばあいと同様,日本からの輸

入の9割 は工業品が占め, しかも年率40%の

伸びを示 して,フィリピン側の逆調の原因を

構成 している｡タイと同様,急速に対日貿易

不均衡を改善する ことは不可能で あ る｡ だ

が,少 し長期的な観点からすれば,楽観的フ

ァクターもないではない｡以下少 しく改善-

の動向を探 ってみよう｡

(iv)貿易収支改善-の方策

まず一次産品をベースにした工業化の方向

が考えられる｡たとえばタピオカ,さつまい

もからとるアルコールが考えられるほか,IC

のように一層高度 の電子工業製品 も, 先進

工業国製品の部分中,労働集約的な部分をフ

ィリピンで生産 し輸出することが有利 で あ

る｡これは,すでに労賃の高 くなった韓国お

よび台湾から徐々にフィリピンに移 っている

ことをみても明らかである｡ 日本経済との有

機的な相互依存関係が密接化するにつれて,

このような例は増大 して くるだろう｡それら

の製品は日本市場や,第三国市場へと輸出さ

れる｡

だが,一般にフィリピン製造品を日本市場

向けに輸出すること,さらにそれを増大する

ことは容易ではない｡日本市場には,米国や

豪州 ･ニュージーランドにはみられない品質

の要求水準がある｡ これは日本社会の中産階

級化が急速にすすんだ結果,品質の均一化が

高度に求められてきたためで,少 しでも欠点

がある商品は価格面で大きな-ンディキャッ

プをもつことになる｡ 当面の問題としては,

フォアマンレベルの人材を交換 して具体的な

流通面の技術向上を図るべきである｡ 一般的

に人的交流を活発に行 うことが両国の貿易の

拡大にとって重要である｡市場特性に関する

詳細な情報はもとより,広 く両国の経済 ･社

会 ･文化に対する相互理解を図ることが必要

である｡ 貿易インバランス問題が感情面の問

題だとする見方 もあってみれば,なおさらこ

の点は強調されねばならない｡相手市場の事

情にうといことは疑心暗鬼をよぶばあいがあ

る｡ たとえばフィリピンで起こった例は,検

査官が日本人によって占められることに対す

る不安である｡ 両市場に通 じていて,双方か

ら共通の信頼を受ける人物がいて,日本側で

不当に低い格付けが行われたのではないとい

う保証を与えられれば,感情的こじれを起こ

さないで済む｡

タイ国においても,輸出拡大策として中東,

291



東南アジア研究 19巻3号

共産国などの市場開拓の努力がなされている

が,日本市場の開拓についてもタイ自らの売

込み努力をする必要があろう｡ 政府のバ ック

アップで誕生 したタイ総合商社を中核に,冒

本市場を白らの手で拡大する必要があろう｡

さらに,有力商品の安定的な供給確保 (ェビ,

イカ, ジュー ト製品), 輸出可能品目の生産

強化 (ごま,ヤングコーン,カポック ･ファ

イバー), あるいは集荷体制の整備などが望

まれる｡

フィリピンについていえば,上のほかにも

次のような努力が望まれる｡ 輸出加工区の設

定とその拡充である｡ 現在マクタン,バギオ

で具体的にすすめられているが,それを一層

伸ばすことが望ましい｡次に,資源加工型大

型プロジェク トの建設があげられる｡フィリ

ピンで考えられているのは銅精錬や リン酸肥

料,一貫製鉄などである｡ これは先進国から

資本と技術を導入 して自国の資源を加工 し,

付加価値を高めて輸出しようとするものであ

る｡

工業化の進展につれて,工業品輸出の多角

化を図りつつ輸出をダイナモとして経済成長

率を高めていこうという政策は,全体的にみ

て適切な政策ということができる｡

一方,日本側で協力すべき点としては,罪

1はこれら2国産品に対する需要喚起 ･拡大

策を講ずること,第 2は他市場からこれらの

市場-市場転換を行 う可能性を検討 す る こ

と,第 3は日本からの経済協力資金を新輸出

品目の開発に利用すること,フィリピンの例

でいえば, ミンダナオ島の資源総合開発,あ

るいは新商品の発見と輸出の拡大に焦点を絞

った道路港湾改良,建設,運河掘削,冷抹冷

蔵設備を含む流通機構の整備,ラテライ トな

どの新輸出品目の発見と非伝統品目の輸出振

興などに努めることである｡ 第 4は直接的に

日本に対する輸出にはつながらなくても,フ

ィリピンの貿易収支改善につながるという見
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地から,対 ASEAN 輸出の増大の可能性を

検討することである｡ この点で日本の総合商

社のもつ機能を一部提供 して協力することも

考えられよう｡ 第 5に,日本が受注 した海外

の巨大プロジェク トにフィリピンの労働力や

産物を利用することで,これも総合商社の機

能提供を伴う｡第 6はわが国-の一次産品輸

入 の長期安定化 のために長期輸入契約 を締

結すること,第 7はIMFの補償融資制度,

UNCTAD の共通資金,STA】∋EX (ASE

BEX)の早期実現を前向きに検討すること等

等である｡

ⅠⅤ 工業化と貿易均衡の可能性

(i)ASEAN 諸国の輸出構成

前節でタイおよびフィリピンの対日輸出商

品を検討 したが,それらは総体として農水産

品が多 く,増加はしても,一方で日本からの

重化学工業品輸入のより急速な増大にはおよ

ぶべ くもなく,結果として対日貿易収支逆調

は拡大傾向を示 している｡ やや長期的にみる

ならば,この傾向を是正するためには,タイ,

フィリピンともに,工業化をすすめ,農産物

や鉱産物の加工度を高めて付加価値を増大す

る方策をとる必要がある｡ これは域外先進国

への輸出を増大する途であると同時に,冒頭

に述べたような ASEAN 内の黒字国である

インドネシアおよびマレーシアに対する輸出

が増えて,三角貿易的な均衡の可能性がでて

くるからである｡

表16は ASEAN 各国の輸出構成の変化を

示 したものであるが,タイ,フィリピンにつ

いていうと,農業国を反映 して15年間に食料

の比率は増大している｡ だが,1975年には両

国とも化学,機械の輸出が1%と小さいなが

らも出現 しており,その他の項 (SITCの6

+8+9)はこの15年間に20%に至る急速な上

昇過程を示 している｡ こうした変化を将来 も
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一層継続 していく一方,前節で触れたように

流通面を含む輸出拡大策が積極化されていく

ならば,貿易収支の逆調を将来改善すること

は可能であろう｡

一方,石油輸出国であるインドネシアの輸

出構成は,タイ,フィリピンと対照的で,輸出

のほとんどがSITCの0から4までで占めて

おり,燃料に圧倒的に依存が高まり,食料と原

料の比重が減少 している｡ タイやフィリピン

からインドネシアに輸出する可能性は存在す

るのであって,まず貿易のチャネルを作 り,成

長とともに拡大 していけることが望ましい｡

(ii) 長期的産業構造変化と貿易収支動向

個別的な商品の動きにもとづき,輸出増大

の方向を探 ってきたのであるが,結局,タイ,

フィリピン,シンガポールは所得の増大とと

もに急速に増大する対日重化学工業品需要に

見合 う輸出能力をもたぬところか ら,貿易不

均衡に陥ることが明らかである｡ インドネシ

ア,マレーシアとて,重化学工業品に対する膨

大な需要を有することは同じだが,幸いにし

て資源輸出の可能性があるために,貿易不均

衡をほぼ回避 しえているのである｡ しか し,

経済の工業化と急速な発展が行 われ る と き

に, こうした貿易収支の不均衡に陥るのは資

源をもたぬ国の宿命であり,雁行形態論を引

用するまでもなく,経済発展史上多 くの実例

を有する｡ たとえ資源保有国であって も,中

東の小人口国と異なり,多数の人口をかかえ

表16 ASEANの輸出比率 (単位%)

二:: ニー- -_ :こ- :: ･-

インドネシア 1960 r 13
1965 ≡ 14

1970

1975

マ レー シア 1960 ; 4

61 ; 26J
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53 33

1
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るアジアの国は,資源輸出に永久に依存する

というわけにはいかない｡将来自力で外貨を

獲得しうるような輸出産業の確立 ･拡充は長

期的経済政策の至上命令であろう｡ そのため

に,域内 ･域外の国々との間で,産業の選択

をめぐって国際分業の秩序を作りあげるため

の産業面での地域協力が必要となる｡ 狭いナ

ショナル ･インタレス トを越えて,地域全体

の立場で比較優位にもとづ く国際分業を作 り

あげるための国際機構が必要とな るであろ

う｡ これが ASEAN のみでできるか,それ

ともより広い太平洋地域の一環として構想さ

れるべきか,従来 OPTAD を初めとして,

いくつかの考えがないわけではない｡本論の

目的を越える,こういう問題の考察は,題を

改めて追究されるべきであると考えるが,こ

こでは,域外の日本のなしうる協力面に言及

するにとどめよう｡

ASEAN 諸国がこうした工業化政策 を,

国際経済的関心とともに推進し始める際,重

要な市場である日本は,一方で資本 ･技術面

の協力を推進 しつつ,分業秩序の形成にあた

って間接的にリーダーシップをとることが期

待される｡そのために,わが国の産業構造自
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体をまず調整して,ASEAN 諸国の輸出産

業と補完的構造を作りあげ,かれらの輸出を

増大させるための積極的方策をとることが望

ましい｡こうした産業調整政策を推進するこ

とにより,わが国は世界経済の中において経

済的 リーダーシップをとりうるのであって,

それは ASEAN 諸国にも相促関係をもちう

るものなのである｡

むろん, このような産業調整策は,わが国

の劣弱産業にとっては苦痛多き政策であるか

もしれない｡だが,北陸の長繊維の例にもみ

られるように,技術進歩によって延命が可能

であり,より高級な,競争力ある製品を生み

だ しつつ,当該産業従事者の世代交代と合わ

せながらの苦痛少ない転換の遠は,必ずしも

閉ざされていない｡産業政策 ･社会政策を総

合的に適用 しつつ日本経済の知識集約化の一

環として推進すべき問題であり,この国内の

産業高度化が, 国際経済問題 の解決に もつ

ながっていくものと考えることがで きる｡

ASEAN 諸国の工業化と輸出を伴う所得増

大は,わが国の経済の一層の充実のためには

欠 くことのできない条件だからである｡


